
 

令和 8 年度 宮城県被災建築物応急危険度判定技術者講習会について 
 

 
                               主 催 宮城県    

 
 
 宮城県では、大規模な地震により被災した建築物を調査し、その後に発生する余震などに
よる倒壊の危険性や外壁・窓ガラスの落下、付属設備の転倒などの危険性を判定する被災建
築物応急危険度判定士を登録しています。 
 本講習会は被災建築物危険度判定を行う判定士を養成することを目的に開催し、講習会修
了者は「宮城県被災建築物応急危険度判定士」として宮城県知事に対し登録申請することが
できます。 
 

記 
１ 開催日時・会場 

開催日時 会場 

令和 8 年 9 月２8 日（月）１３時３０分～１６時３０分 自治会館２階 202・２０３会議
室 
（仙台市青葉区上杉 1-2-3） 

令和８年１2月 17日（木）１３時３０分～１６時３０分 東北自治総合研修センター 
（宮城県富谷市成田二丁目２２
－１） 

 
２ スケジュール 

 時間 内容 

 13:00 （開場・受付開始） 

 13:30 開会 

 13:35～1４:１０ 被災建築物応急危険度判定の制度について 

1４:１０～1５:４5 被災建築物応急危険度判定の調査方法について 

 1５:４5～16:30 
過去の地震災害における被災建築物応急危険度判定の事例 
について 

 16:30 閉会 

 
３ 受講対象者（下記のいずれかに該当する者） 

 一級・二級・木造建築士（試験合格者含む）、一級・二級建築施工管理技士、 

一級・二級建築基準適合判定資格者、特定建築物調査員、建築行政実務経験、 

更新登録者又は既登録者で再受講を希望する者（※） 

※令和８年３月３１日に有効期限が切れる更新登録者（または過去に有効期限が切れてい
る再登録者）は、講習会の受講は不要で「登録申請書」の提出により更新登録が可能です
（任意での受講も可能です）。 
 

４ 申込方法 講習会開催前日１７時までに、下記リンクもしくは QR コードより申請 
 https://logoform.jp/f/8mQvS 

          ※登録申請手続も同時に行えます。 
 
５ 受講料 無料 
 
       


